
　

10月12日（木）に4年ぶりの「道産木セミナー」を開催します。重要な2025年の法改正対策として、深く国の政策
等に関わっている先生方にご講演いただきます。ご参加、お待ちしております。

「IDA（イダ）通信　第23号」を配信させていただきます。
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コラム (一社)断熱診断普及協会 代表理事 手塚純一

■検証と実測
簡易で精度を確保しなければならないという未踏

の開発は、多くのスペシャリストの知恵と組織⼒、
そして熱意によりISO、JISの制定に至った。とくに
実物件のデータが不可⽋だったため、リフォーム事
業で、実績の⾼い㈱⼟屋ホームトピアの協⼒で100
棟を超える中古建物の提供、その部位のデータによ
り、精度の⾼い検証を⾏うことができた。さらに国
策である中古住宅の流通活性化に向けた環境整備な
ど、多角的に取り組んでいる最中である。本検証は、
劣化状況をはじめ、正確に各性能を把握することに
より、安心して建物の選択・購入を可能とする開か
れた市場づくりの礎となった。事業の一つとして
「建物総合評価」というシステムを思案し、開発に
至った。従来のインスペクション︓①劣化診断、②
耐震診断、新たに③「断熱診断」を加えて、分かり
やすくランク付けし“家寿命”という表示…の試みで
ある。適正な改修計画の⽴案が可能となり、性能向
上リフォームの補助事業を組合せて実施している。
さらに北海道銀⾏による“中古住宅・リフォーム向け
ローン”として融資⾦利・期間を新築住宅と同等とし
た商品の運用など、これも業界初とされるビジネス
モデルとなっている。

実建物の断熱性能をリアル診断︓JIS化へのトライ ③
■診断の可能性

システムの構築後は、リアルな断熱性能を把握す
る手段として数多くの企業・団体から声掛けに至っ
ている。注目の事例としては、各⼤学の先進的な省
エネ技術を⼤手ハウスメーカーとの協業のもと、実
の建築による省エネコンペである。それは優秀な⼯
法・取組みを評価する「エネマネハウス2017」とい
うイベントで、JJJ断熱診断が評価手段のツールとし
て、採用に至ったわけです。理由は主幹者（Ｎ社）
からの声掛けで、各チームの先導的な省エネシステ
ムを正しく評価するためであった。例えば真空断熱
材による超メンタルな性能︓U値が0.05W/㎡Kの外
壁物件や特殊な遮熱性能を持った複合外壁など、バ
ラエティに富むモデルで評価は難しい。結果として、
設計値と本診断による実測値との比較が適正である
というもので誰もが⽂句無く、また、参加の教授か
らの賞賛も得られた。JIS、ISOといった標準規格化
によって、今後、さらに運用場面の拡⼤として、本
稿で紹介した事例以外にも多くの活用法が考えられ
るわけで、皆様⽅の創造⼒に期待すると共に性能評
価時代の実用アイテムとして、利用しやすい価格や
仕組みの設定に尽⼒したい。
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NEWS 最近のトピックスをお届け

■IDA会員「㈱ネクストステージ様」からのご案内です。工務店・ビルダーは注目です。

道産木・IDAセミナーのご案内

申込み方法

①会社名、②参加者名、③参加人数、
④連絡先メールアドレスを下記に送信
下さい。

jjj-s@j-kenchiku.co.jp

参加ＵＲＬを、受付後メールにてご案
内させていただきます。

4年ぶりの対面による「道産⽊・
IDAセミナー」を開催します。

今回は、2025年の法改正対策につ
いて、各分野で著名な先生よりご講演
いただきます。道外のIDA会員の⽅に
は、特別にweb配信でご参加いただけ
ますので、是非お申し込みください。

※北海道外のIDA会員が対象です


